
◇2016年

3月31日 「狛江市民センター増改築に関する市民提案書」完成

4月6日 市長及び市議会議長に提出（市との協定は提出をもって終了） 4月20日 第81回世話人会（定例）

4月24日 ■市民の会「第2ステージ」発足（「市民提案書」の実現を目指す） 5月15日 第82回世話人会（臨時）

4月24日 縦増築案のアイデアを提示 5月25日 第83回世話人会（定例）

6月19日 ◎狛江市長選挙 ★C）（「木造増築案」推進、市発注の「分散案」の問題点を確認） 6月22日 第84回世話人会（定例）

9月5日 市とNCMが業務委託契約締結（★A） 7月13日 第85回世話人会（臨時）

10月12〜 市民の会主催「意見交換会」実施（★B） 7月27日 第86回世話人会（定例）

12月16日 ■市民の会総会開催（★C） 8月17日 第87回世話人会（臨時）

◇2017年 8月24日 第88回世話人会（定例）

2月23日 市がNCМ「増改築等調査委託」に追加発注（★D）

2月27日 市民の会が「追加発注についての問い合わせ・要望」を市に提出

3月16日 市から市民の会に「2月16日『問い合わせ・要望』」の回答」 9月28日 第89回世話人会（定例）

4月24日 ■市民の会2017年定時総会開催 10月26日 第90回世話人会（定例）

5月31日 NCМが「市民センター増改築等調査委託調査報告書」を市に提出（★E） 11月16日 第91回世話人会（定例）

7月10日 市民の会がNCМ「調査報告書」に対する「質問書」を市に提出（★F） 12月21日 第92回世話人会（定例）

7月31日 市から市民の会に「7月10日『質問書』への回答書」

9月8日 市「回答書」（7月31日）受け市民の会が「再質問書」提出

10月30日 市が市民の会に「再質問書に対する回答」（★G） 1月25日 第93回世話人会（定例）

12月18日 市民の会主催「意見交換会」開催

◇2018年������������������������������������������������������

1月25日 都都市整備局多摩建築指導事務所・建築指導一課を訪問・説明（★H）

2月 狛江市議会議員各会派に「CLT縦増築案」を説明、協力を要請

3月 市議会で与野党の議員が一般質問で市民の会案の検討を要請（★I）

4月14日 ■2018年定時総会開催

5月21日 木造縦増築案についての狛江市との意見交換（★J） 2月9日 第94回世話人会（臨時）

7月20日 木造縦増築案についての技術的打ち合わせ（★K） 2月22日 第95回世話人会（定例）

7月22日 狛江市長選挙（公開質問実施）

8月20日 松原新市長と面談

12月13日 市民の会から日本システム設計にセカンドオピニオンを依頼 3月22日 第96回世話人会（定例）

◇2019年������������������������������������������������������ 4月26日 第97回世話人会（定例）

1月31日 日本システム設計から市民の会に「縦増築の可能性の検討作業見積」提出（★L） 5月24日 第98回世話人会（定例）

2月15日 市民の会が市に日本システム設計「見積」を説明し、予算化を求める 6月21日 第99回世話人会（定例）

4月21日 狛江市市議会議員選挙 7月19日 第100回世話人会（定例）

5月16日 大森健一・構造設計一級建築士のセカンドオピニオン「見積」を市に提出（★M） 8月16日 第101回世話人会（定例）

5月21日 市民の会が市に大森「見積」を説明し、セカンドオピニオンの予算化を求める

6月14日 松原市長と面談

7月・8月 狛江市議会議員各会派に予算化含む増改築議論の推進を要請

8月31日 ■2019年定時総会

★D）予算120万円追加で分散案の別パターン作成を追加発注、調査期限を2カ月延期し公表を5月末
に

市民センターを考える市民の会の活動概要（第2ステージおよび前回総会〈18年4月14日〉以降）（増築手法をめぐる議論を焦点に）

★H）CLT縦増築案を紹介し、同課から「この方向は著しく不合理とは言えない」とのコメント

★A）（改築・横増築・縦増築・分散の4パターンの検討案を発注、2017年3月に調査結果公表予定、予
算1,134万円）

★B）①「市民提案書」／②市発注NCM「調査」概要／③市民の会「木造増築案」の説明および意見交換

〇平成30年度�東京都環境建築フォーラム参
加

○第55回東京公民館研究集会に参加・発表★I）公明・佐々木貴史氏、共産・田中智子氏から、CLT木造縦増築も案として検討するよう発言

★J）市民の会「建設可能性は十分ある」：市「公共施設の建築への適応は難しい。確実でないものを推進
できない」

★K）第3者（構造設計一級建築士）による検証（セカンドオピニオン）の必要性が共通認識に

（2018年4月以降）

（2019年8月31日�総会用資料）

★M）CLT縦増築案についての構造計算コンピューターソフトによる検証、270万円

★G）「縦増築案はNCM②-2案が唯一の方法とは考えていない」と回答

9月26日

1月29日

1月31日

2月3日

3月6日〜

（2019年）

★E）（①）改築案、（②-1）横増築案、（②-2）縦増築案、（③）分散案、（④）縮小案の5パターン（市民の会
は市から6月23日に「調査報告書」を受け取る）。

★F）内容＝①「報告書」は策定段階でNCM・行政・市民の会の意見交換の機会もなく「市民提案書」の理
念の実現を目指したものとは受け取れない、②（②−2案）は市民の会提案の縦増築案とは似ても似つか
ぬものであり縦増築案の再検討が必要、③（③分散案）と（④縮小案）は市民提案書と相容れない、④木
材利用のさらなる研究、今後の市民協働の進め方（説明会・アンケートなど）についての要請

★L）セカンドオピニオンの手順と予算＝step1：270万円（縦増築の可能性についての既存建物の現状
検証）、step2：240万円（縦増築手法の検討）など

○星野修一（構造設計1級建築士）と面談

○第34回中央公民館のつどいに出展参加

〇「モクコレ」WOODコレクション2019�見学


